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1 はじめに
001有珠山 (図-(1) は､2 0年 3月 31日､西山山
麓からマグマ水蒸気爆発を起こし､その後の火山
活動によって周辺地域に甚大な被害をもたらした｡ 
791 7年 8月以来､今回の噴火はおよそ 23年ぶりで
あった｡今回の火山活動では､噴石や噴火口から
の泥流流下などの直接的被害のほか､噴火口周辺












を盛り上げるものを潜在 ドー ム (例 :四十三山)





































































山麓北海道大学有珠火山観測所付近 ( 観測所Y l:
































































































































































































Ylに比べると 72､ った｡ 
でいるようであった｡ Y3は草､落ち葉などを多く含ん 




























































採 取 し た 火山 灰 の 物 理 的 特 性





試 験 に よ る 粒 径 加 積 曲 線 を図
比については､ 0 
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SHEARI NT5d( 6NGDISPLACEME , mm)
せん断応力～せん断変位関係試料を地表面から採取して






















 JL 図-7 地表面変位図並-( L u ) 1
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山麓火口を結ぶ直線 Ⅹ 1Ⅹ2､及び道央自動車道の洞 
q)と水平変位後述する基準断面の対象地点 
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用いた｡すなわち､s( (C .(s 中 - 算定式( 1)o=W/4+07c- )) 5を
15 06 .×15 -()













積重量( 受働土圧成分[MN/ ]､†:157N/ (.t/ ))､Z m2 t湿潤単位体.k m316fm3







































udte eehcSp-a力,変位,ひずみarDis men ianeahtrS rt 
0.0 0 N/m2 (mm)) (㌔) 
8.2 5 10 0 0
2.3 0 939 8210921 1332 593 
5.3 5 125 122 43 176 
8.3 5 8.35 826 1
1.4 5 1060 1 115 0
8.50 192 151905 21461 5 1
1.7 5 106 100 51 127 0
3.8 0 163 166 2 187 7 

















･-7. ･･-E｡= 4N【MN/m2 --(6)
】 ･ ･
･-- --
として表現した｡ここで､ N:標準貫入試験の N値､ 
･-





れは､工学的に杭端の支持層を N≧50-60として ト』(ll)より地盤内ひずみ 定残留曲げモーメン
415
0.いることを考慮したためである｡ さ H=35m､地盤内ひ ち-44杭のひび割れ深(



















5.3.4 基準長の算定 ち､Y= ×100 わh/














されている必要がある｡さらに､そのせん断変位 0-450mmの範囲にあっ 点の 8hは最大で 
量が実測されたのと同じ深さにおける地盤内ひず
みも既知でなければならない｡本研究では 『洞爺











図-13 D 4地点の N値,せん断変位量,せん断ひずみ分2-
x-














































木幡 行宏,三浦 清一,川村 志麻,堀田 大介
から算定されたせん断変位量は最大で 450mm､ま )北海道立地質研究所, 200年有珠山火山噴火観測速


























調査報告一第 1報-,土と基礎,地盤工学会, 48巻 
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